
るt\!.線区間以遠の駅と，突線による太線区間以巡の駅もしくは

。印駅相互間)を，哲三通来事券によって旅行する幼合は，その

所持する衆車券の券而に表示された経路にかかわらず，各号ーの

末尾に言cJ放 したかっこ内の区間または経路の，いずれか一方を

選択して飛車船することができる。

(1) 千楽以遠(河千葉方而)の各駅と ， 成東以巡(松尾ブ'Jiñi) の各

以との相互|間(四街道経由， 誉回経由)
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(2) 柘値以遠 (力11太力開)の各駅と，大阪以辿(啄木または納品

コワ問)の各駅との相互間(草津線および東海辺本線経由， 1関

l四本線お よび主主葉線経由)
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(3) 石』日“主回以遠(石見 fll任1方問)の各駅と ， 附生以遠(下|提I}j

ïlii) の各駅との相互1101 (山除*総統F~I ， IJ.I 口 線およびIJ.I防本

総長子 111) Jれ串 0--.:.-::..-0
，'正明市

'幡生
石買E益旬、.

(4) 述釘川以遠(海老作または古月ブjj百í)または中間以遠(筑前

m生または新手方而)の各駅と，新松またはjヨ知!以遠(小11ブJ

而j)の各駅との相互flll{折尾若松!日1. 折尾戸川間)
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(平林喜三造)

せんてんあっ 線電圧 (英) line vol tage 架線電圧のことで，

電気取の巡転室には線電圧計が設問ii してある。電気111の被告号は

正却Jの梨線電圧 1 ，500 V から一割の電圧降下を見込んで， 1,350 

V で定絡が定められているが， ì/!，(条判が重なると架線電圧はそ

れよりさらに降下することがある。このような峨合定時巡転を

確保するために電気滋1羽土， 電車運転士等は線電圧をみながら

適当にノッチを加減しなければならない。(塚越毅寿)

せんないにや

ぜんとう 前灯 (災) head light 列車の自~郎際識となり ， か

っその進路を!照らす灯具で，屋根上または車体fìíJ而に 1 俗1ある

いは 2 制収付けられている。光の到達距離をますために反射鋭

をほう物聞にし ， 111 ij甘灯配光 1111線(災側側)

球のフィラメ γ トを

その焦点において，

その主光線は平行に

なるようにしている。

国鉄では， 1∞W の

電球を用いて来たが，

近時 150Wの'mæ-Rを

イ吏用しているものが

多くなり，一部には

250W のものも試験

的に使用されるよう
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図は最近新設計さ

れた国鉄の 250W 自íJ

灯と ， 従米の 150 W

前灯の配光 l曲線である。
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このように新しいものでは光輪中心光度もn< (従米の約 4

f音)，またある程度左右方向にも光がひろがるように， フィラメ

ソトを水平方向に横長のものに， する等の考慮が払われている。

(沢野間一)

せんないし ょ くどう 船内食堂 鉄道連絡船内の旅客に，食

事その他の飲食品を提供する目的で設けられた食堂。

古くは図鉄の旺~~とな っていたが，終戦後一般郊外の滋業者

にこれを経~~J させることとなり ， 現在ではf，'li 内::;:;~中の l 業阪

として営業永総を行っている。 この極の営業は現在では，青森

函館間航路述航の鉄道述書持船内だけて、経営され，他の航路にお

ける鉄道連絡船内においてはこの施設がなし、。 t絞国道明)

せんないそうごは っ ち ゃ く 線内相互発着 建設線経済誹l

査において，輸送金の愉送区分を示した籍。 1 つの路線の線内

に発着する答貨のうち，線外行ならびに線外より歪IJ箭のものを

除いたものである。ー」線外行。(三ヅ松進)

せんないにゃく 船内荷役 荷主または船舶巡航事業者から

の訪負にもとづき ， 港湾において船舶への貨物の依込または船

舶からの貨物の]反卸を行う行為。この行為を 1'fう郁君主を紛内荷

役事業， その染者ーを脅迫ステベドア ー (ste v edore) という。船内

荷役IJr業は浴湾巡送IJj:業の 1 つとされ， 浴f埼玉li送の産業経済上

に占める置裂なj也位にかんがみ， 港湾運送事業法に規制される。

船内荷役作業は通常船舶に{~1i付の場貨陸自 (wi nch) その他の荷役

要具によ って 1'fわれ， 直接作業に従事する者は港の習慣 ・ ステ

ベドアー組織の大小により若干趣を異にするが， t.ごいたいの休

系はつぎのとおりである。

l フォアマ γ(大頭， foreman) 

ステベド 7 - ßIIJの本自由全般の荷役の最高の'j'{任を係り ， 本船

側の最高'j'{任者一等航海士 (chief o f!ì ce r ) に隠している。荷役

に対する経験も深< ，また部下に対しても信頼と力をもっ。

2 デッキマン (小頭， deck man) 

各紛紛(そう)ごとの指J!ll者である。貨物航在nを指l!ll合図する

場合のほか， また直接船内にあってm付を部下仲仕に指令する

場合もある。

3 ウインチマゾ (winch man) 

デッキマ γについで有経験者である。だいたいステベドア ー

の常用が多い。デッキマ γの合図により直接ウイ γチを操作す




